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平成２８年度 すてっぷ後援会総会開催 

平成２７年度の活動報告と収支報告、平成 28年度の活動計画と収支予算をご報告させていただきます。 

 総会後は、趣向を変えてＮＰＯ法人ながのアートミーティング代表の関孝之様をお迎えし、「みんなア

ーティストになれるんだ！！～騙されたと思ってやってみよう～」をテーマに“わーくはうすすてっぷ

でのアートワークの取り組み”の紹介とともに、アートワークショップを実際に体験して頂きたいと思

います。 

 この機会にぜひ、アート活動の楽しさを体感してみてください。 

 なお、別紙『平成２８年度すてっぷ後援会総会のご案内』にて出欠の確認をさせていただきます。 

期日までにご返信いただけますようお願いいたします。 

日時：平成 28 年 4 月 25 日（月） 

10：00～ すてっぷ後援会総会 

  10：40～ ＮＰＯ法人ながのミーティング 

        代表 関孝之 氏 

        アートワークショップ『みんなアーティストになれるんだ！！ 

～騙されたと思ってやってみよう～』 
         

会場：前橋市総合福祉会館（前橋市日吉町 2-17-10） 

３階 第 1 会議室 

 

終了は１２時となります。 

 なお、ワークショップでは、絵の具等の画材を使用しますので、参加される方は、汚れても構わない  

服装また前掛けなどのご用意をお願いいたします。 

☆平成２８年度後援会費の納入をお願いします☆ 

後援会費  個人会員 3,000 円～（1口 3,000 円以上） 

          団体会員 10,000 円～（1口 10,000 円以上） 
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ぴいす再開しました！ 

昨年４月から事業所を休止していたぴいすですが、前橋市広瀬町に事

務所を借りて２月に事業を再開しました。 

広瀬事務所では不要パソコンの解体作業（レアメタルのリサイクル）

を行っています。 

新人職員紹介 
登丸
とまる

 萌
もえ

 
３月に大学を卒業し、４月からすてっぷ

で働かせて頂くことになりました。すて

っぷの一員となれたことを大変嬉しく

思っています。学校で福祉を学んでいな

いので分からないことばかりですが、１

日も早く仕事を覚え、利用者さんの笑顔

が見られるように頑張ります！ご指導

よろしくお願いします！ 

はじめまして、奈良知咲と申します。 

この春東北福祉大学を卒業し、地元であるすて

っぷで働かせていただくことになりました。 

 新社会人になり、ドキドキもありますが、こ

れから様々なことを学び吸収して、人として大

きく成長していきたいと思っております。笑顔

で元気いっぱい頑張ります。どうぞよろしくお

願いいたします。 

奈良
な ら

 知咲
ちさき

 

初めまして。４月から Kid’s Club で

勤務させて頂く、植田礼菜です。 

子ども達の放課後が、楽しく良い時間と

なるよう、１人ひとりと向き合い元気よ

く一生懸命に頑張ります。宜しくお願い

します。 

植田
うえだ

 礼菜
れいな

 
４月から Kid's Club でお世話になります細

野雅代です。 

１日も早くお子様達と仲良くなって、『今日も

楽しかった！』と思って貰える様に、私自身も

笑顔を忘れず努めていきたいと思います。 

中１の息子の母でもあります。パワフルに頑

張りますので、宜しくお願い致します。 

細野
ほその

 雅代
まさよ

 

はじめまして、３月からとらっぱでお世話に

なっている春原諭と申します。過去にホテル

のレストランで接客の仕事をしていました。 

色々と戸惑うこともありますが、職場の皆さ

んから一つ一つ指導して頂きながら勉強す

る日々です。ミスチルが好きで介護や接客の

仕事に興味があり、今の職場は人の役に立て

る非常にやりがいのある仕事だと感じてい

ます。よろしくお願いします。 

春原
はるはら

 諭
さとし

 吉村
よしむら

 ひろみ 

福祉施設のパン工房で約 6 年、医療介護事務

を約 6 年やっぱり現場がよくて 3 月下旬よ

りとらっぱの職業指導員として入職致しまし

た。利用者様お客様の笑顔を求めて元気に楽

しく初心を忘れず働いて行きたいです。よろ

しくお願い致します。 

関
せき

 正樹
まさき

 

はじめまして、４月よりわーくはうすすて
っぷにて常勤として働かせていただく事
になりました関正樹と申します。福祉の仕
事は初めてなので、今は右も左もわからな
い状況ですが、これから利用者の方々や職
員の皆様達と一緒に支えあいそして楽し
みながら、成長していけたらと思っていま
す。よろしくお願いします。 

高井
たかい

 正弘
まさひろ

 
はじめまして。平成２８年４月から社会福祉
法人すてっぷの一員として、働くことになり
ました高井正弘と申します。知識・経験とも
に未熟ではありますが、笑顔を忘れず一生懸
命努力をし、利用者さんの為にそして自分自
身の為にもがんばっていきたいです。 
どうぞよろしくお願いします。 



キッズハウス 完成です！ 
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平成２７年度社会福祉施設整備事業の補助を頂き、新しいキッズハウスが完成しました。 

ここでは、『Kid’s Club（放課後等デイサービス）』を今まで通り活動する他、児童発達支援事業として『Little 

Kid’s Club』が新たにオープンします。 

これまで、旧ほっぷすてっぷの建物で活動してきた Kid’s Club。小さかった子どもたちも、多くが中学生になり、

プレイルームを狭く感じることが増えていました。３度目の正直（？）で補助金を頂けることになり、鉄骨２階建て

の広くてとても気持ちの良い建物が完成しました。小さな幼児さんから中学生まで、成長が著しい子どもたちも、  

のびのびと遊ぶことができます。木の床で裸足になって思い切り体を動かして遊べる大きなプレイルーム。ちょっと

静かに安心を確保できるクッションルーム。どこを見ても、この建築に携わってくださった方々の子どもたちへの 

思いがぎっしり詰まった建物です。 

 こんな素敵なキッズハウスで私たちスタッフは、子どもたち一人

一人に寄り添って全力で支援していきたいと思います。「今日も  

楽しかった！」と思える放課後活動。人と関わる力を育てる児童  

発達支援。これまで以上に充実した活動を新しいキッズハウスで、

子どもたちと一緒に作っていきたいと思います。 

新築にあたりご協力いただきました関係者の皆さま、本当にありが

とうございました。 

すまいるホーム！ マイホーム 
２月１日に上増田町にグループホーム「すまいるホーム」が開所しました。 

すてっぷのグループホームとしては５つめのホームです。 

ここは、昨年まで鈴木孝評議員・鈴木施設長のご自宅でした。 

ショートステイを利用しながらずっと待ち続けていた利用者さんのために、土地・建物を寄附され、急ぎグループ

ホームに改築して下さいました。木造２階建てで、南向きにリビングルームもあり、ほっとくつろげるホームです。 

２月から、ぴいすに通う利用者さん２人が暮らしています。朝は送迎バスが家まで迎えに来てくれ、ヤマトのメー

ル便、県立女子大の清掃の仕事に出かけていきます。帰宅後は、お互いに「お帰りなさい」と声をかけあい、スタ

ッフも一緒に夕食を囲みます。４月には新たに２名の利用者さんが加わり、もっとにぎやかになるでしょう。 

自立したい思いを持って、素敵なホームでの新生活がスタートしました。 

すまいるホーム 

上増田町 1852－5 

 

夕食のひとこま 

「ホームのごはんはおいしいです」 

体験利用中の方と一緒に 

リビングでスマイル！ 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj_qum9xMLLAhUGtpQKHaFlBuUQjRwIBw&url=http://kids.wanpug.com/illust16.html&bvm=bv.116636494,d.dGo&psig=AFQjCNHf0QjYGZcnL23J079ZBaw-pRoZlQ&ust=1458125910758238
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当法人の設立当初より大変ご尽力をいただいた理事の谷口明広先生(自立生活問題研究所所長・ 

愛知淑徳大学社会貢献学部教授)が 1月 24日ご逝去されました(享年 59歳)。 

体調を崩され入院、退院を翌日に控えての急逝とご連絡をいただきました。坂柳・今野と共に 

京都に駆け付けお別れをさせていただきましたがいまだに信じられない気持ちです。 

すてっぷ発足年度の 1992年の 3月に大阪の「とっておきの芸術祭」でお会いして以来、 

全国を駆け回る多忙な日々の中、毎年群馬に足を運んでいただき「ノーマライゼイション」「障害のある人の自立」「障

がい福祉の制度」等について講演や研修をしていただきました。ユーモアあふれるお話の中に「障がいのある人が自立し

幸せになるために障害福祉がある」という先生の熱いメッセージに何度となく心打たれ、本当にたくさんのことを学ばせ

ていただきました。 

社会福祉法人になった 2000 年からは理事をお引き受けいただき理事会では制度に乗り遅れないよう先を見通した経営

についてアドバイスをいただくとともにスタッフの育成にも力を注いでいただきました。 

研究と執筆、大学教授の職に加えて厚労省の諮問委員等を精力的にこなす傍らすてっぷを長年支えていただき本当にあ

りがとうございました。 

心からの感謝とともにご冥福をお祈り申し上げます。          社会福祉法人すてっぷ 常務理事 鈴木隆子 

訃報 社会福祉法人すてっぷ 理事 谷口明広先生 ご逝去 

法人合同研修 Part① HCR・自閉症研修発表会 
午前の部では、１０月の国際福祉機器展視察研修に参加した４名のスタッフが日頃支援している「○○さんの○○を改善
したい、○○をより良くしたい」という課題をもって臨み、視察研修で持ち帰った資料や情報、学んできたことを基に課
題に取り組んだ成果を発表しました。 

【事例】リフト活用への道 ～Kさんとスタッフの笑顔のために～ 
 

腰痛への対策と介護時間を考えて、移乗介助に使えるリフト以外の使える機器が 
ないかと福祉機器展でのセミナーに参加し学んだ結果、最も有効な福祉機器が 
リフトであるということを改めて認識し、居室のベッドや家具の配置を変える 
ことでリフトを使いやすくした。 
また、Kさんの介助に入るスタッフが誰でも使いこなせるように勉強会とマニュ 
アル作成を進めていきたい。 

ケアホーム：長井 

【事例】誤算をなくしてスッキリ終わる ～ジューススタンドの閉店作業を完ぺきに～ 
 

Ｉさんはこだわりが強い面があり気になる所があると 
時間がかかり過ぎたり、自己流の片付けになったり、 
物を定位置に戻せず間違いを指摘されるとパニックに 
なってしまうこともあった。 
そこで自閉症研修の中で見通しが立つといいという 
ことや目からの情報の方がわかりやすいことを学び、 
タイムスケジュールを作成して掲示することで時間 
通りに動けるようになり混乱もなくなった。 
また、レジ周りの物を置く位置にマスキングテープで 
目印を付けることで定位置にきちんと物をおくことが 
できるようになった。 

とらっぱ：斉藤 

また自閉症の方への支援スキルアップを目的として定期的に研修を学んだ７名のスタッフが取り組んだ課題に 
ついて成果を発表しました。 
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午後の部では、各事業部における日頃の支援事例を発表しました。今回はすてっぷの日頃の支援を多くの方々に広く 
知ってもらいご理解いただくためにも外部の関係機関（特別支援学校、指定相談支援事業所）の方々をお招きしました。
また、今年度から各事業部の支援事例発表の中から最優秀事例に対して「谷口さんに褒めてもらえるで賞」が授与される
ことになりました。 

法人合同研修 Part②  

各事業所エンパワメント事例発表会 

第 1回「谷口さんに褒めてもらえるで賞」 

＊宿泊活動発表「Kid`ｓ アドベンチャー」＊  Kid`ｓ club 猪熊智視 

 

昨年の夏休みに、昭和村の横浜市少年自然の家で行ったキッズクラブの 

お泊り合宿での楽しそうな子供たちの様子と合宿でのハプニングを乗り 

越えることで成長した子供たちの様子を生き生きと発表したことが評価 

され、賞状と記念品（シュークリーム２０個と図書券）が授与されました。 

 

「谷口明広賞」について 

社会福祉法人すてっぷ設立時からすてっぷの理事としてご尽力ください 

ました故谷口明広先生は、全国を車椅子で飛び回り、障がい者の自立と幸せのためにご活躍されました。 

そこでその功績を称えるとともに谷口明広先生の名前を末永く後世に残したいというすてっぷの願いからこの度 

この「谷口明広賞」を設けました。 

第１０回 合同利用者会総会 
2 月 27 日(土)に合同利用者総会が行われました。 

総会では、議長の進行のもと各部署から選出された役員が総会資料を読み上げました。 

緊張した様子も見られましたが、事前練習の成果もあり、落ち着いて発表することができました。 

審議は順調に進み、全員の承認を得て、無事終了することができました。 

 

28年度の新役員 

会 長：茂木康仁さん(ぴいす) 

副会長：神沢光恵さん(ぴいす) 

会 計：中川陽子さん(とらっぱ) 

   小泉淳平さん(とらっぱ) 

書 記：山岸 悟さん(わーく) 

    中村周平さん(わーく) 

 

総会後は、ひまわり楽団（群馬県警本部音楽隊 OB）のみなさんによる『安全安心まちづくりふれあいコンサート』が 

行われました。ソロ演奏にうっとりしたり、上を向いて歩こう、翼をくださいなどの曲を生演奏で気持ちよく歌い楽しみま

した。 

 

収入の部 単位：円

会費 349,200

利子 60

前年度繰越金 317,535

合計 666,795

支出の部 単位：円

役員手当 36,000

行事費 271,600

事務費 5,000

慶弔費 20,000

総会費 15,000

雑費 4,850

予備費 314,335

合計 666,785

≪予算案≫ ≪事業計画≫ 

８月 暑気払い 

１２月 合同忘年会 

２月 総会 

３月 慰労会 
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・メゾンすてっぷ            〒371-0004 前橋市亀泉町 3－83 

・ケアホームすきっぷ          〒371-0004 前橋市亀泉町 3－41 

・わくわくハウス            〒371-0007 前橋市上泉町 338-1 

・ケアホームじゃんぷ          〒371-0007 前橋市上泉町 338-2 

・前橋市障害者生活支援センター     〒371-0017 前橋市日吉町 2－17－10 

・ワークセンターまえばし        〒371-0017 前橋市日吉町 2－17－10 

・サービスステーションすてっぷ     〒370-3513 高崎市北原町 67-4 

・kid’s club              〒379-2164 前橋市東上野町 136 番地 1 

TEL 027-290-6161 

TEL  027-290-6161 

TEL 027-219-2525 

TEL 027-290-2233 

TEL  027-289-5605 

TEL 027-269-7444 

TEL  027-288-0704 

TEL  027-289-8177 

TEL  027-212-7730 

TEL 027-236-0001 

TEL 027-231-7345 

TEL 027-372-3456 

TEL  027-289-6162 

髙橋 厚子様 

  
ホーム建設基金 

ご寄付ありがとうございました 

清水 澄治様 すてっぷ後援会様 

  

わーく感謝祭お祝い金 

ご寄付ありがとうございました 
    

（東上野町自治会長）女屋 進様 

（東上野町民生委員）女屋 きみ江様 

すてっぷ祭り 
日 時：５月１４日（土）１０時～１４時（雨天決行） 

場 所：わーくはうす すてっぷ（前橋市東上野町１３６－１） 

入場料：５００円（豪華景品があたるくじ付き、小学生までは無料） 

内 容：ワンコイン屋台村、体験コーナーなどお楽しみがいっぱい！ 

お問合せはすてっぷ祭り実行委員会まで 027-290-6161 w-step@s-step.com 

詳細が決定次第、ホームページ(http://s-step.com)のイベント情報に案内が掲載されます。 

（去年までのすてっぷ祭りの様子です） 

すまいるホームお祝い金 

ご寄付ありがとうございました     

（上増田町自治会会長） 村山 勝利様 

ご寄付ありがとうございました     

後援会費納入ありがとうございました     
仲野 千鶴様 中山 康江様 武井 宏純様 福島 忠雄様 大野 美栄様  

塚越 久雄様 女屋 常治様 

パン体験参加者募集！ 

いぬぱん＆カニぱん 

費用 300 円 定員 20 名 

申し込みは 027-290-6161 

担当：向田 
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